
全国から温かいご寄附をいただきました
伊賀市ふるさと応援寄附金

問 交流政策課　☎︎ 22-9623　FAX 22-9672

お知らせ お知らせ

※寄附日順で掲載しています。事業者様の意向により、非公表の部分があります。

◆寄附金額合計　７件　１億 1,780 万円

　「ふるさとを大切にしたい」「伊賀市の発展に貢献したい」「忍者市を応援したい」という皆さんから、たくさん
のご寄附をいただきました。

ご寄附いただいた皆さんからの「声」

昨年度の伊賀市企業版ふるさと納税状況

◆寄附件数　22,938 件 
◆寄附金合計　６億 9,353 万円

昨年度のふるさと納税状況

希望する使い道の内訳

誰もが希望をもって働くことがで
きるまちづくり 1億 6,156万円

安心して子どもを産み、育てるこ
とができるまちづくり 1億 9,469万円

心豊かに暮らし続けることができ
るまちづくり 6,534 万円

魅力を高め、にぎわいと交流を生
み出すまちづくり 3,725 万円

自治体におまかせ 2億 2,835万円

その他 634万円

（※金額は千円以下を四捨五入して調整しています。）
（※金額は千円以下を四捨五入して調整しています。）

　皆さんからいただいたこれまでのご寄附は、さまざ
まな事業に活用しています。
◆活用した金額　７億 2,057 万円

ふるさと応援寄附金を活用した事業

分野別の活用金額

防災・危機管理・消防・福祉に関
する経費 1億 2,453万円

移住・交流推進、地域振興、公共
交通などに関する経費 3,934 万円

スポーツ振興、教育、人権に関する
経費 4億 7,395万円

産業振興、農産物振興、集落営農
支援、畜産振興などに関する経費 6,440 万円

観光振興・文化振興に関する経費 1,835 万円

企業名 所在地 寄付金額 寄附活用事業

まねきや硝子株式会社 大阪府東大阪市 100 万円 心豊かに暮らし続けることができる事業

岡山グローイングファーム株式会社 岡山県美作市 1,000 万円
安心して子どもを産み、育てることができる事業

日本生命保険相互会社 大阪府大阪市 ―

たまご＆カンパニー株式会社 東京都千代田区 500 万円 豊かなひとづくり「こどもが育つ、大人も育つ」事業
継承と変革「持続可能なまちを未来に引き継ぐ」事業
これからの自治「つながりを結び直す」事業株式会社ウエストエネルギーソリューション 広島県広島市 100 万円

地元の素敵な名産品を返礼品で選べるの
がうれしいです。応援しています。

毎回違う返礼品を選び、リピート納付さ
せていただいています。また利用させて
いただきます。

未来の伊賀市のまちづくりに向けて
問 交流政策課　☎ 22-9623　FAX 22-9672

　国の職員が、これまでの経験などを活かして、地方
創生に携わり、課題を抱える中小規模の自治体に寄り
添った伴走支援を実施する「地方創生伴走支援制度」
に、伊賀市が対象自治体として選定されました。
　伊賀市の遊休公共施設や空き家・空き店舗の有効活
用によるにぎわい創出、まちづくりを担う人材確保の
分野において、市と共に持続可能な伊賀市の未来に向
けて課題を解決していきます。

　６月 24 日㈬から 25 日㈭、内閣府伴走支援チームの３人が市長・副市長と意見交換を行ったほか、伊賀市の
中心市街地を視察しました。

市川　大輔
（外務省大臣官房監察査察室　室長）
　縁あって、魅力的なコンテンツを有する伊賀市のま
ちづくりをお手伝いする機会をいただきました。伊賀
市のことを深く学びつつも、バランスのとれた外部視
点を意識することで、まちの明るい未来に微力ながら
貢献できるよう取り組んで参ります。

宮森　隆
（国土交通省大臣官房技術調査課　技術開発官）
　地域資源を活かしながら官民連携のまちづくりを進
める伊賀市に携われること、心からうれしく思います。
先進的な取り組みだからこそ課題も多く、決して平坦
な道のりではありませんが、自治体をはじめまちづく
りに関わる皆さんと共に知恵を絞り、汗をかきながら
少しでも前進できるよう、全力を尽くします。

都賀　友美
（財務省大臣官房秘書課　人事企画担当補佐）
　霞が関で働きながら故郷にも何かできればと思って
いたところ、この度伴走支援制度を通じてご縁をいた
だきました。滋賀県大津市育ちで、幼い頃から伊賀市
に親しみ、帰省のたびに訪れています。伊賀市の未来
を皆さんと一緒に考えていきたいです。

地方創生伴走支援制度 地方創生支援官　コメント

左から 稲森市長、都賀支援官、宮森支援官、市川支援官
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